
 

　はちおうじ総務相談所の長岡です。八王子で行政書士を
しています。10月１日付けで社会保険労務士にも登録さ
れましたので、これを機に事務所通信を始めてみます。 
　 これまでは、事務所を運営していて気づいたことなど
を、ホームページ上で週に３回ほどのペースで発信してい
ました。いわゆる「ブログ」というやつです。ただ、思い
付きで書いている部分も多くて話題に統一感がなく、まと
まった情報としては、あまり価値のないものになっていた
のが正直なところです。 
　この事務所通信は、ブログ運営での反省を生かして、「経営者に役立つ情報」を意識して編
集していく予定です。事務所通信といえば、顧問先の企業などに向けて発信するものが一般的
なようですが、私の場合、しばらくは関与先事業者の方々よりも同業者が主な読者となりそ
うです。もっとも、行政書士は自分の事務所を経営している人がほとんどですので、内容とし
ては「経営者向け」で問題ないと考えています。 
　第１面は、基本的には時事に関する記事を書いていきます。ただし、今月が最旬であるマイ
ナンバーの通知については、創刊号に重なってしまったため割愛させていただきます。他でも
話題になっていて、食傷気味な方もいらっしゃるでしょうし。 
　第２面では、経営者にお薦めの書籍と映画を紹介していきます。このあたりで独自性を出せ
るかどうかが、ポイントなのではないでしょうか。油断すると趣味に走ってしまいそうで、い
ささか心配ではありますが……。 
　このような感じで、月に１本の発行を続けていく予定です。みなさまからの意見を取り入れ
て微調整を加えつつ、経営者に役立つ情報を発信していけたらと考えております。
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事務所通信はじめました

今⽉月の予定（2015年年10⽉月）
  9日（金）～13日（火）第13回八王子古本まつり　於：八王子駅北口西放射線ユーロード 

 ・東京都行政書士会八王子支部無料相談会（10日・11日） 

 ・五士業（弁護士・司法書士・税理士・社労士・行政書士）無料相談会（９日・12日） 

15日（木）東京都社会保険労務士会多摩統括支部無料相談会　於：ＪＲ八王子駅コンコース



今⽉月の推薦図書
　 経営者にお薦めの１冊ということで、まずは定番のドラッカーを挙げてみました。まあ、
たまたま最近読んだのですけれど。そして、ドラッカーに関する本を読んだのは、これが初
めてだったのですけれど。 
　 ドラッカーの理論を総括的に解説した内容で、マネジャー、つまり管理者向けの話題が中
心です。ただし、中小企業の場合は「管理者＝経営者」であることもめずらしくはないので、
参考になる部分も多いのではないでしょうか。もちろん、経営者向けのお話も出てきます。 
　 組織の発展に向けて上司（経営者）と部下（従業員）が目標を共有し、部下の強み（持ち
味）を生かしていくことが重要なのだそうです。そのためにも、上司が「聞く耳を持つ」こと
が大切なのだとか。そして、誠実さも必須の条件みたいです。 
　 意外と人情味のある考え方をする人だったようで、「なるほどな」と思える部分もたくさ
んありました。感銘を受けたので、高校野球の監督がドラッカーの理論を駆使してチームを強
くしていく話をここで連載してみようかと思いましたが、それはまたの機会にしておきます。

今⽉月の推薦映画

　おかげさまで、記念すべき第１号の編集を無事に終えることができました。まあ、「編集」
といっても、一人しかいない事務所ですので、原稿もすべて自分で書いているのですが……。 
　将来的には、従業員を雇えるようになって、執筆も分担したいところです。そのときには、
雇い主としての苦労も経営者のみなさまと共有できたらと考えております。 
　 社労士としてはもちろん、行政書士としてもまだまだ駆け出しの身ではありますが、今後
ともよろしくお願い申し上げます。

編集後記

はちおうじ総務相談所 　事務所通信 　創刊号 　（2015年年10⽉月１⽇日発⾏行行）  
発⾏行行責任者：⻑⾧長岡俊⾏行行（⾏行行政書⼠士・社会保険労務⼠士・経営⾰革新等認定⽀支援機関）  

お問い合わせ先：042-‐‑‒636-‐‑‒4000 　nagaoka@802soudan.jp

『究極のドラッカー』  
 　國貞克則  著 　2011年年 　⾓角川書店

『マッドマックス  怒怒りのデス・ロード』  
 　ジョージ・ミラー  監督 　2015年年

　日本において『マッドマックス』シリーズといえば、大ヒット漫画である『北斗の拳』に影
響を与えた作品として有名なのではないでしょうか。今回は核戦争後の荒廃した世界が舞台
となっており、雰囲気はシリーズ２作目に近い気がします。つまり、ハチャメチャ。 
　 30年ぶりに制作された待望の続編ということで、立川の劇場はこの作品のために数百万円
かけて音響設備を更新したそうです。費用の回収はまだでしょうが、顧客満足が向上しただ
けでなく、紹介された記事がＳＮＳで拡散するなど、広告効果も抜群だったようです。 
　 私も立川で「極上爆音上映」を体験してきました（２回）。独特の世界観で、よくわから
ない設定も多かったのですが、あれだけの勢いで迫られると、細かいことは本当にどうでも
よくなります。経営にも迫力が必要なのかもしれないなと、あらためてそう感じました。 
　作品の中で、独裁者であったイモータン・ジョーは、部下の裏切りによって滅んでいきます。
組織の人間を大切にしないトップの末路は哀れなものです。彼がドラッカーを読んでいれば、
また違う展開になっていたのかもしれません。
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